
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

自らの人生を 舵 取りすることのできる民主的で持続可能な社会の創り手の育成 

かじ

 

「当事者意識をもって、自分の意見を形成し、対話と合意ができる」 

に向かう教育課程の充実・改善 ❷ 
 
【特別の教科　道徳】 
 
◆　　道徳では、教科化以降に進めてきた「考え、議論する道徳」を 

全ての学校において実装すべく、価値の実現をめぐる葛藤や価値の 

対立をめぐる葛藤に対し、自分なりの答えを見出す問題解決的な学 

びや、他者の考え方や議論に触れ、自己を見つめ、多面的・多角的 

に考える活動を重視した。また、その実現可能性を確保すべく、一つ 

の教材を複数コマで扱う教科書構成とすることで「じっくりと深く学ぶ」 

ことやチームで行う道徳授業の推進などの方向性を打ち出した。 
 

【情報活用能力、メディアリテラシーの果たす役割】 
 
◆　　日常にあふれる大量の情報の真偽や偏りを吟味して、自分なりの意見を形成したり、ときに判断を留保

することは、高度にデジタル化した社会において、健全な民主主義を担う主権者を育成する観点から極め

て重要である。 
◆　　このため、小学校の総合的な探究の時間での「情報の領域」や中学校の情報・技術科、高等学校の情

報科において、クリティカル・シンキング（情報の吟味）を働かせ、メディアリテラシーや情報モラルの

育成を図る方向で抜本的改善を図る方向性を打ち出した。 
◆　　なお、算数・数学科や理科等ではクリティカル・シンキングの観点を踏まえて見方・考え方や学習内

容の検討がされているほか、道徳科では AI の惹起する道徳的課題等と向き合うことを重視したところであ
じ ゃ っ き

り、情報活用能力の強化との相乗効果が期待される。 

源 流 
第３４４号　　教育長　　儘田　文雄 

不祥事　―金銭の不正とセクハラ、パワハラは断固許さない― 

 

 

 

 

 

※　日頃から金銭感覚と人権感覚を働かせ、よりよい職場の環境づくりに努めることが大切です。 

日本サッカー協会名誉会長　川淵三郎 

上に立つ者は、日々の生活の中で、堅実な「付き合い方」「金銭感覚」を示すことが大切で
す。（中略）女性が元気に、ハツラツと働いている職場作りが大切であると考えます。男女の別
なく活き活きと働いてもらうためには、ハラスメントなどあってはいけないし、女性が積極的に

い い

働ける環境を作ることは、必ずいい影響をもたらします。 

出典：川淵三郎著「『51 歳の左遷』からすべては始まった」（ＰＨＰ研究所）


